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 図１のような三角形の○に１～６の数を１つずつ入れて，それぞれの辺にならぶ３つの数をたすと答えが

等
ひと

しくなるようにします。たとえば，図２では，３つの数をたすと１０になります。 

 

図１            図２ 

 

 

 

 

 

 

 つぎに，このようにしてできた三角形を２個，図３，４のように○と○をあわせて重ね，下になった三角

形の○には，影
かげ

をつけます。 

 

   図３            図４ 
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つづ
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（１）①，②のように三角形を重ねたときに見える数をたすと，３０になりました。太線でかこんだ○に書

いてある数として考えられるものをすべて答えなさい。 

 

   ①              ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）（１）の①．②とはべつの形になるように２つの三角形を重ねます。ただし，回転したり裏返したり

して重なる形は同じ形と考えます。たとえば，図６は（１）の①と同じ形です。 

   このとき，見える数をたすと３０になるような重ね方をすべてかきなさい。ただし，【れい】のよう

に下になった三角形の○には影をつけて，数をかきこみなさい。図７は裏返すと【れい】の 1 つ目と同

じになるので，かきません。 

 

   図６       【れい】                 図７ 

 

 

 

 

 

 

 

  

試行力問題～子どもから大人まで～ 
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三角魔方陣の重ねあわせ （１）①４，５，６ ②４，５ （２）解説の図⑨参照 

 

（１） 

 ① 上になった三角形に書いてある数の和は，１＋２＋３＋４＋５＋６＝２１ですから，影をつけた○に

書いてある数の和は，３０－２１＝９です。影をつけた○は１辺にならんでいるので， 図①のように

それぞれの辺の和をあわせると，９×３＝２７なので，２回ずつたされた斜線部分の○の和は， 

２７－２１＝６です。６を６以下の３つの数の和で表すと，１＋２＋３なので，図②のようになります。

このとき，太線でかこんだ辺の真ん中の数は４，５，６のいずれかです。 

 

                図①           図② 

 

 

 

 

 

 

 

 ② 影をつけた２つの○に書いてある数の和は９です。９を６以下の２つの数の和で表すと，３＋６と 

４＋５となります。影をつけた○は三角形の頂点にあたるので，図③，④のようにそれぞれの辺の和を

あわせると，２１＋９＋ア＝３０＋アとなります。３０＋アは３で割り切れる数でなければならないの

で，アに当てはまる数は３か６です。よって，図③はうまくいきません。図④の場合は図⑤が条件を満

たします。よって，太線でかこんだ○に書いてある数は，４か５です。 

 

図③          図④           図⑤ 
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（２）影をつけた○に書いてある数の和は９です。○に書いてある数は１～６ですから，影をつけた○が１

個ということはありません。また，１＋２＋３＋４＝１０より，４個以上でもありません。影をつけた

○が２個の場合は図⑥などが考えられますが，回転させることで（１）の②と重なります。３個の場合

は，図⑦が考えられます。図⑦の下の三角形をかきぬくと図⑧のようになります。このとき，白い○に

書いてある数の和は，２１－９＝１２です。１辺にならぶ３個の数の和が１２ということは，頂点に書

いてある３つの数の和は，１２×３－２１＝１５です。１５を６以下の３個の数の和で表すと， 

４＋５＋６となるので，図⑤の三角形が条件を満たします。 

 

   図⑥           図⑦              図⑧ 

 

 

 

 

 

 

   よって，図⑨の３通りが答えとなります。回転や裏返しによって重なるものであっても正解ですが，

余計なもの，例えば頂点の位置に４，５，６があるもののどれかを２個以上かいたりすると，不正解で

す。 

 

   図⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

試行力問題～子どもから大人まで～ 
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